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随　　　　　筆

　我が母校、荒川区立第四瑞光小学校は、昭和から平
成に変わり全校生徒が 50 名を割り、平成 4 年 3 月
31 日を以って休校となりました。卒業生としては、
大変悲しく残念な出来事でした。南千住汐入地区の再
開発が進み、新しい町が完成すると再び同じ校名で再
設置されるとの説明でしたが、未だ復活していません。
　そんな我が母校を卒業し52
年の歳月が過ぎました。昭和
39 年東京オリンピックの年
に小学 6年生を過ごし、今で
もオリンピックの年には必ず
クラス会を開催し、先生を交
えて旧交を温めております。
　ここで私の恩師であります、
荒木美保子先生を紹介します。
旧姓望月美保子先生、私達ク
ラスメートはいまでも、望月先生と呼び慕っておりま
す。5年生、6年生と卒業年度の担任を受け持って頂き、
沢山の楽しい思い出を作ってくれた先生です。先生の
教えに「やるべきことは、どこまでもやりぬきましょ
う。」この言葉は今でも心に残っています。卒業時に
先生と生徒が協力し、一所懸命作成した卒業文集「若竹」
の中にも書き留められています。クラス会には必ず卒
業文集を持参され、誰々さんの将来の夢は、尊敬する

人はなど、当時を懐かしく思い返しています。卒業文
集の締めくくりに先生からのメッセージとして「若竹
のように、まっすぐに、まっすぐに、のびてください。」
と記されています。
　私達が 24 歳でのクラス会で、突然先生から「皆が
60 歳の還暦を迎えるまでは、何があっても元気でい
ます。」そして私達の還暦祝いを、先生が企画し招待
するとの話しでした。それから 36 年が過ぎ、私達が
60 歳のクラス会は、浅草ビューホテルに於いて、先

生の御好意により盛大に還暦
の宴が催されました。私達が
先生を想う以上に、私達のこ
とを想ってくれる先生がいて
くれる、こんな幸せな教え子
が他にいるでしょうか。
　私も今年で 65 歳、望月先
生は 82 歳、私の夢は小学 6
年生の修学旅行を先生を交え
て実現したいと思っています。

　最後に平成 8年、先生が定年退職し、私達が 44 歳
のクラス会後に先生から贈られた短歌を紹介して筆を
置きます。
「懸命に　生きんと歩む　四十余の路　子等のゆく手
に　幸多かれと」
「うるむ目に　堂々とうつる　子等の顔　退職祝いの　
写真届く」
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